
東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象
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非該当

事業の目的 最終的
市管理施設（市道・農道・水路 等）の占用物件の把握
により、事故防止及び施設の管理を適正に行う。

今年度 同上

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 まちづくり課 係　　名 用地管理係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

市管理施設の占用許可、更新、占用料の徴収事務 市管理施設の隣接地の分筆等に係る境界確認事務

市管理施設の工事施工承認事務 事業用地、寄附用地の分筆や所有権移転登記事務

市管理施設（市道・農道）の通行制限に係る事務

成果指標

公的関与

089-964-4412 メールアドレス machidukuri@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）地籍調査の推進と成果の活用

事業区分

事業の対象
市管理施設（市道・農道・水路 等）の占用、境界確認、寄
附等の申請者

根拠法令 道路法、東温市公共用財産管理条例、東温市道管理規則

総合計画 政策目標 第５章 自然と調和する快適な都市基盤のまち 政策項目 １ 調和のとれた土地利用の推進

015 2001 事務事業名 公共用財産管理事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

公共用財産許認可等処理件
数

道路占用及び使用許可申請の処
理件数

件
147 209

境界立会件数
公共用財産と接する土地との境
界確認申請処理件数

件
67 65

登記手続き件数
道路改良等に係る寄附・買収用
地の登記処理件数

件
97 112

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,853 1,790 2,500

地方債 0 0 0

その他特定財源 4,713 4,774 4,712

一般財源 2,874 550 4,489

計(Ａ) 9,440 7,114 11,701

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.967 5,849 1.116 6,801 1.116 6,711

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 15,289 13,915 18,412
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一次評価者 用地管理係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

届出の無い屋外広告物や不法占用物件等について、現状を把握し、指導等適切な対応を行う必要があります。

効率性 狭あい道路整備等促進事業については、国補助を活用し市費の削減に努めています。

改　革
計　画

道水路の実質的な管理者である改良区や地元組・区との協調を図り、情報収集に努めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

占用許可等のデータベース化により、事務の効率化と市民サービスの向上に寄与しています。引続き、適正に許認可事務を行って下
さい。
なお、市管理施設の不法占用等については、施設機能の保全や安全性の確保のため、指導等の適切な対応をする必要があります。

二次評価者 まちづくり課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

平成１７年度に国より譲渡された法定外公共用財産（農道・水路等）の適切な管理及び迅速な手続きを行うために必要です。

有効性 国からの移管により、市で行わなければならない事業であり、道水路の改良や民間の開発においても基礎となる資料を提供することができます。

達成度 正確且つ迅速に対応できており、概ね目標を達成しています。

必要性


	ＨＰ用

